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Ⅰ 当期の業績 

（１） 損益計算書 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

・特別損失 20,000 千円は、専務取締役鍵山文厚の退任に伴い、その在任中の労に報いるため贈呈した役員退職慰労金です。 

 

 

（２） 貸借対照表 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金のうち 1 年以内の返済予定額 248,011 千円は、他の固定負債ではなく、流動負債に含めております。 
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 (３) 株主資本等変動計算書（2017 年 7 月 1 日～12 月 31 日、単位：千円、千円未満は切り捨てて表示） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他 

利益剰余金 
項目 

資本金 
資本準備金 

その他 

資本剰余金 
繰越利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

純資産 

合計 

2017 年 6 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 161,491 ▲56,798 315,320 315,320 

第 1 四半期中の変動額       配当金    ▲5,589  ▲5,589 ▲5,589 

四半期純利益    +88,820  +88,820 +88,820 

 第 1 四半期中の変動額の合計    +83,231  +83,231 +83,231 

2017 年 9 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 244,723 ▲56,798 398,551 398,551 

第 2 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲2,769  ▲2,769 ▲2,769 

 第 2 四半期中の変動額の合計    ▲2,769  ▲2,769 ▲2,769 

2017 年 12 月 31 日残高 100,000 68,916 41,710 241,953 ▲56,798 395,782 395,782 

 

 (４) 貸借対照表および損益計算書の作成の基本となる事項  

四半期の貸借対照表および損益計算書の作成の基礎としている会計処理の原則および手続は、下記事項を除き正規の決算におい

て採用している基準と同一のものを適用しております。正規の決算において採用している重要な会計方針等は「第23期事業報告

書 注記表 Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記」をご参照ください。事業年度の貸借対照表および損益計算書の作成の

ために採用している会計処理の原則および手続きと異なる会計処理の基準は次のとおりです。 

 

●固定資産の減価償却の方法 各四半期の減価償却費は年間償却見積額の4分の1相当額を計上しています。 

●経過勘定項目  未収収益、未払費用等の経過勘定項目のうち、重要性の低い項目は、資産および負債に計上せ

ず期間収益または期間費用として処理しています。 

●税金の計上基準  法人税､住民税および事業税の前期税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各

四半期の税引前純損益に乗じて計上しています。 

●消費税等の会計処理  仮払消費税等および仮受消費税等は、相殺のうえ、差額を流動資産または流動負債として計上

しています。 

なお、当該四半期の貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

 

 (５) 重要な会計方針  

1.固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産  定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

   建物:17～18 年､構築物:15～20 年､車両運搬具:4～6 年､工具器具備品:3～8 年 

（2）無形固定資産  定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

（3）長期前払費用  定額法を採用しています。 

2.消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

3.リース取引の処理方法  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によって

います。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る会計処理によっています。 

4.法人税・住民税  前期の税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各四半期の税引前純損益に乗

じて計上しています。 
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Ⅱ 第 24 期（2017 年 7 月 1 日～12 月 31 日）の業績の概況 

 部門別内訳  （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております）  

(※1)「前橋南店」「軽井沢店」の売上高は、運営受託店のため、宿泊営業売上ではなく運営受託料売上です。 
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・「紀伊長島店」の出店が中止になったことにより店舗番号を変更したため、64 号店以降については店舗名が第 1 四半期報告書の記載と異なっております。 

 

 客室稼働率（全店通算、構成内訳別）の推移  （2017 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

上半期は 69.7→73.6％と前年同期を大幅に上回り、非常に好調でした。 

 

 売上高・経常損益（全社合計、出店時期別）の推移  （2017 年 7 月 1 日～12 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上半期の売上高は 917,165→1,054,499 千円、経常利益は昨年新設した「永年勤続報奨金」の支給が 8,400 千円あったにもかかわ

らず 121,135→168,469 千円と前年同期を大きく上回りました。 
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Ⅲ 第 24 期の売上高および利益の予測について 
（単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

Ⅳ 資金および借入金の状況 

 （１） 現金および預金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て） 

期 

 科目 

第 23 期第 2 四半期 

2016.10.1～12.31 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

現金および預金の増減額 ＋70,874 ▲43,892 ▲54,692 ＋111,538 ＋20,596 

現金および預金の四半期首残高 259,991 330,865 286,973 232,281 343,819 

現金および預金の四半期末残高 330,865 286,973 232,281 343,819 364,416 

 （２）短期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1 年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 23 期第 2 四半期 

2016.10.1～12.31 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

短期借入金の増減額 ▲80,173 ＋72,643 ＋83,892 ▲36,005 ▲77,407 
短期借入金の四半期首残高 285,061 204,888 277,531 361,423 325,418 
短期借入金の四半期末残高 204,888 277,531 361,423 325,418 248,011 

借入金の減少は、りそな銀行からの借入(100,000 千円、11 月実行) 、東京都民銀行からの借入(50,000 千円、12 月実行) 、東日本銀行から

の借入(50,000 千円、12 月実行)と約定返済の差額によるものです。 
 

 （３）長期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 23 期第 2 四半期 

2016.10.1～12.31 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

長期借入金の増減額 ＋164,322 ＋39,142 ▲46,350 ＋36,974 ＋109,389 

長期借入金の四半期首残高 396,611 560,933 600,075 553,725 590,699 

長期借入金の四半期末残高 560,933 600,075 553,725 590,699 700,088 

借入金の増加は、りそな銀行からの借入(100,000 千円、11 月実行) 、東京都民銀行からの借入(50,000 千円、12 月実行) 、東日本銀行から

の借入(50,000 千円、12 月実行)と約定返済の差額によるものです。 

 （４） 投資その他の資産の内訳  第 24 期第 2 四半期末（2017 年 12 月 31 日）時点（千円未満は切り捨てて表示） 

 141,885 千円 ･･･ 借上直営店における差入れ保証金（契約満了時返済） 

 483 千円 ･･･ 借地直営店における借地権利金（20 年均等償却） 

 17,128 千円 ･･･ 保険料積立金 

 7,525 千円 ･･･ 繰延税金資産 

     1,210 千円 ･･･ 取引信用金庫などへの出資金 

     27 千円 ･･･ リサイクル預託金 

 合計 168,260 千円 

 

 

 

 

 

期別 
 

科目 

第 21 期 通期実績 
2014.7.1～2015.6.30 

第 22 期 通期実績 
2015.7.1～2016.6.30 

第 23 期 通期実績 
2016.7.1～2017.6.30 

第 24 期 通期予想 
2017.7.1～2018.6.30 

売上高 1,391,953 1,548,239 1,686,621 1,860,000 
経常損益 62,374 94,455 75,966 110,000 
当期純損益 34,632 52,740 44,029 55,000 
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Ⅴ 今後の事業展開と出店計画について 

 「井原店」の出店が決まりました  

「松山店」（3月1日オープン予定）、「四万十店」（4月26日オープン予定）、「函館店」（7月オープン予定）に続き、「井原店」

の出店が決まりました。この「井原店」は岡山県の西部に位置し、「津山店」「岡山店」に続き県内3番目の店舗となります。

オープンは、7月を予定しております。 

なお、出店予定とご案内していた「紀伊長島店」は、オーナーの都合により計画中止となりました。 

その他、複数の場所で出店の計画が進んでいますが、正式に決定次第公表いたします。 

 店舗の大規模補修や模様替えを継続  

昨年末にスタートした「山中湖店」（継続中、3月頃終了予定）に続き、「仙台亘理店」「日光鬼怒川店」「東京新木場店」で

改装改築工事を行う予定です。 

 本社スタッフの増員を計画中  

本社スタッフの増員を図るため、昨年よりホームページなどで求人活動を行ってきましたが、昨年11月と今年2月に会社説

明会を開催し、春には複数名を採用する予定です。 

なお、支配人については一昨年からの積極的な求人活動により当面の要員を確保したため、いったん募集を休止しています。

ただし、代行専任の支配人については、募集を継続中です。 

 店舗支配人の待遇改善  

一昨年6月に新設した「退職金制度」に続き、支配人を対象に昨年12月に「永年勤続報奨金支給制度」を新設、さらに今年1

月からは月次休日数を拡大しました。これらは、安定して拡大しつつある利益を店舗支配人の待遇改善に充て、意欲をもっ

て店舗運営の維持向上を図っていくことを目的とするものです。いっぽう、会計上の損益だけでなく、実質的な運営利益の

指標を導入するなど管理会計の手法を用い、より的確な事業運営ができるよう努めているところです。 

 オリジナル「全国ドライブマップ」の改訂版を準備中  

2年前、創業20周年を記念して当社オリジナルの「全国ドライブマップ」を企画・作成しましたが、おかげさまで好評をい

ただき、残部もわずかになったことから、改訂版作成の準備を進めているところです。遅くとも夏頃までには、新しい機能

の加わったユニークな地図を披露できる予定です。どうぞご期待ください。 

 旅館業法の関連法令についての改善提案を継続  

「住宅宿泊事業法」（民泊新法）に続き、昨年12月には「旅館業法の一部改正案」が成立し、公布されました。両法案とも

今年6月15日に施行される予定ですが、厚生労働省などにおいて具体的な規制内容を定める「施行令」や「衛生管理要領」

の策定が進められています。これらは日本における多様な宿泊施設の誕生や発展を妨げてきた規制であり、全国の自治体が

定める宿泊施設に関する条例のガイドラインともなっていることから、当社においても出店のたびに多大な労力と時間を強

いられてきました。示された概要などを見る限り、未だに不合理な部分が残っているようなので、具体的な見直しを要望す

るなど、可能な限り働きかけを行っているところです。 

 

以上 


